
☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

八
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

諸
岡
博
熊

〃

錆
〃

る
共
有
結
合
に
よ
っ
て
固
体
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
原
子
の
結
合
方
法
の
違

い
で
「
外
か
ら
の
作
用
」
に
よ
っ
て
、

電
気
的
電
導
体
で
あ
る
金
属
の
電
子
は

原
子
間
の
結
合
力
を
構
成
す
る
電
子
で

あ
る
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
継
続
的
に
移
動

し
外
界
に
取
り
去
ら
れ
る
性
質
を
も
つ

金
属
が
錆
び
易
い
の
は
「
外
か
ら
の

作
用
」
に
よ
っ
て
、
電
子
が
取
り
去
ら

れ
溶
解
し
、
安
定
な
化
合
物
に
変
ろ
う

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
属

は
単
独
で
は
錆
び
ず
、
環
境
物
質
が
反

応
し
て
初
め
て
錆
び
る
の
で
あ
る
。

×
×
×

金
属
表
面
の
錆
を
防
ぐ
に
は
、
金
属

表
面
と
金
属
を
錆
さ
せ
る
物
質
と
を
触

れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
触
れ
て

も
錆
び
な
い
よ
う
に
金
属
の
性
質
を
変

化
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
鉄
に
つ
い
て
み
る

と
、
前
者
は
鉄
表
面
を
他
の
物
質
で
覆

う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
鉄
と
他
の
各

種
の
金
属
と
の
合
金
に
よ
っ
て
そ
の
目

的
が
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
金
属
に
よ
る
被
覆
ｌ
酸
化
し

な
い
金
属
で
鉄
表
面
を
被
覆
す
る
。
メ

ッ
キ
法
、
陰
極
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
法
、

蒸
着
法
、
被
せ
金
法
な
ど
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ
て
そ
の
利
用

目
的
に
よ
っ
て
適
切
な
方
法
を
選
ぶ
べ

き
で
あ
ろ
う
。

②
無
機
化
合
物
に
よ
る
被
覆
Ｉ

金
属
表
面
は
薄
い
酸
化
物
の
皮
膜
を
も

っ
て
い
る
。
そ
の
酸
化
物
が
安
定
し
、

完
全
に
表
面
を
覆
っ
て
い
る
と
腐
蝕
は

生
じ
な
い
。
こ
の
方
法
は
意
識
的
に
密

度
の
高
い
無
機
化
合
物
を
形
成
さ
せ
て

防
錆
効
果
を
生
ぜ
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
鉄
の
場
合
、
黒
染
、
燐
酸

塩
処
理
、
ホ
ー
ロ
ー
、
グ
ラ
ス
ラ
イ
ニ

ン
グ
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。

③
有
機
化
合
物
に
よ
る
被
覆
Ｉ

代
表
的
な
も
の
と
し
て
塗
料
に
よ
る
被

覆
が
行
な
わ
れ
る
。
一
時
防
錆
法
と
し

て
の
塗
油
法
や
、
ゴ
ム
ラ
イ
ニ
ン
グ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ラ
イ
ー
ー
ン
グ
な
ど
が
あ

る
。
塗
料
に
よ
る
方
法
は
一
番
経
済
的

で
美
し
く
上
り
、
塗
り
替
え
が
可
能
な

た
め
、
古
く
か
ら
愛
用
さ
れ
て
き
た
。

④
そ
の
他
ｌ
鉄
と
他
の
錆
に
く

い
金
属
と
を
混
合
し
て
、
鉄
の
耐
久
性

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
法
に
合
金

が
あ
る
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
が
あ
り
、
鉄
と
ク

ロ
ム
、
ク
ロ
ム
ニ
ッ
ケ
ル
の
合
金
で
、

そ
の
利
用
目
的
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ム
や

ニ
ッ
ケ
ル
の
混
合
率
を
変
え
る
。
旭
／

８
ス
テ
ン
レ
ス
と
い
え
ば
、
十
八
％
の

ク
ロ
ム
と
８
％
の
ニ
ッ
ケ
ル
混
合
で
、

高
度
の
耐
蝕
性
の
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
で

あ
る
。
合
金
は
他
に
も
各
種
の
も
の
が

あ
る
が
、
す
べ
て
、
不
鋳
鋼
と
し
て
の

目
的
の
み
で
な
く
、
利
用
目
的
に
よ
っ

て
各
種
の
金
属
を
混
ぜ
て
つ
く
ら
れ
て

い
る
。⑤

表
面
処
理
鋼
板
Ｉ
現
在
市
販

の
鉄
鋼
板
は
、
①
ｌ
③
の
表
面
処
理
を

う
け
て
い
る
。

’
４０
’

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
錆
び
な
い
の
に
、

同
じ
固
体
材
料
で
あ
り
な
が
ら
金
属
は

な
ぜ
錆
び
易
い
か
？
」

こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
地
球
上

に
存
在
す
る
各
種
物
質
の
構
成
状
態
か

ら
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

物
質
の
性
質
を
失
わ
ず
に
細
か
く
砕
い

て
い
く
と
分
子
と
い
う
最
小
粒
子
を
得

る
。
こ
の
分
子
は
原
子
の
集
ま
り
か
ら

で
き
て
い
る
。
原
子
は
、
原
子
核
と
呼

ば
れ
る
陽
ま
た
は
正
の
電
荷
を
も
つ
も

の
の
周
り
を
、
陰
ま
た
は
負
の
電
荷
を

も
つ
電
子
な
る
も
の
が
回
っ
て
、
総
体

的
に
は
電
気
的
に
正
で
も
負
で
も
な
い

中
性
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
各
種
金

属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ
う
な
固
体
で

は
、
こ
の
よ
う
な
構
成
を
し
て
い
る
原

子
が
互
に
堅
く
結
合
し
て
い
る
。
し
か

し
、
同
じ
固
体
で
も
製
錬
な
ど
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
金
属
は
、
美
し
く
並
ん

だ
陽
電
荷
を
も
っ
た
原
子
の
中
核
の
間

を
電
子
が
飛
び
回
っ
て
い
る
金
属
結
合

と
呼
ば
れ
る
結
合
方
法
で
固
体
を
形
成

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
は
原
子
と
原
子
と
が
二
個
の
電

子
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
合
す
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K O B E センスを生かした
信用と伝統の店

t 〉ゴルフコーナーには、N o . １のダンロ
ップ用品を中心にあらゆるゴルフ用
品がそろっています。

レタカハシのオリジナル．バッグコー
ナーは定評があります。

錬溌騨蕊

: 卓？

⑤

雛
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鱗 識
蕊 滑我

i鍵鍵

鍵我

計庵
神戸･ 元町３丁目ＴＥＬ３３－１１７２．７７８２

元町店・元町三丁目T E L 3 3 - 1 7 9 8

特

美
元

約店

甲Ⅱ
バッグとゴルフ用品の店

珪
越
咽

三宮店・さんちｶ ﾜ ｧ ﾝ ｼ ｰ ･ ﾀ ｳ ﾝ T E L 3 3 - 8 7 9 8
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蝋
4３

風
波
の
激
し
い
山
陰
海
岸
で

ノ
リ
の
養
殖
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
兵
庫
県
は
ノ
リ
養
殖
未

開
発
地
区
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
但
馬
と
淡
路
西
浦
で
、
荒
天

下
養
殖
法
の
現
地
実
験
を
始
め

る
。兵

庫
県
下
の
ノ
リ
生
産
高
は

四
十
二
年
中
で
五
千
六
十
一
万

枚
（
全
国
四
十
二
億
枚
）
。
昭
和

二
十
五
年
ご
ろ
ま
で
は
西
播
地

区
の
ご
く
一
部
で
干
潟
を
利
用

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
浮

き
流
し
養
殖
法
の
普
及
で
急
速

に
発
展
、
潮
流
の
激
し
い
明
石

海
峡
や
淡
路
島
東
浦
な
ど
も
新

し
い
漁
場
と
し
て
立
派
な
成
績

を
上
げ
て
い
る
。

だ
が
冬
季
に
激
し
い
風
波
の

連
続
す
る
淡
路
島
西
浦
と
但
馬

地
区
は
、
依
然
ノ
リ
養
殖
未
開

発
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
両
地

区
で
の
養
殖
技
術
開
発
が
長
年

の
課
題
だ
っ
た
。
ノ
リ
養
殖
時

期
が
冬
季
で
あ
る
こ
と
は
、
漁

船
漁
業
の
閑
漁
期
対
策
に
大
い

に
役
立
つ
わ
け
で
、
県
は
淡
路

淡
路
西
浦
で
ノ
リ
の

荒
海
養
殖
実
験

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

神
戸
市
が
昭
和
五
十
年
度
を

目
標
に
し
た
農
業
振
興
計
画
を

ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
農

家
戸
数
を
基
準
年
度
（
四
十
年

度
）
の
八
千
三
百
二
十
戸
か
ら

六
千
三
百
戸
（
七
五
・
七
％
）

に
減
ら
す
一
方
、
年
間
農
業
粗

生
産
額
は
逆
に
同
六
十
六
億
一

千
万
円
か
ら
百
四
十
二
億
五
千

万
円
（
二
一
五
・
六
％
）
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
る
。近郊

農
業
の
進
む
べ
き
方
向

と
し
て
は
果
樹
、
花
き
園
芸
、

畜
産
の
振
興
に
重
点
を
置
き
、

米
作
は
基
準
年
度
の
五
・
七
％

増
に
押
え
る
の
に
対
し
、
果
樹

は
四
・
六
倍
、
花
き
は
二
・
八

倍
、
や
さ
い
は
二
・
六
倍
、
酪

農
三
・
三
倍
、
肉
牛
二
・
八
倍
な

島
の
西
浦
、
津
名
郡
一
宮
町
地

先
海
面
を
選
び
、
来
年
三
月
ま

で
県
立
水
産
試
験
場
が
主
体
と

な
っ
て
、
ノ
リ
養
殖
施
設
の
耐

風
波
試
験
と
ノ
リ
成
育
試
験
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
戸
市
が
昭
和
五
十
年
の

農
業
計
画

T》;;鱗

ど
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
企
業
的
自
立
経
営
農
家
を

育
成
す
る
た
め
、
請
負
耕
作
な

ど
に
よ
る
耕
地
面
積
の
拡
大
を

図
り
、
専
業
農
家
の
所
得
を
一

戸
平
均
百
万
円
か
ら
二
百
八
十

万
円
に
引
き
上
げ
る
計
画
。

兵
庫
県
の
工
場
立
地
が

播
磨
中
心
に
増
加

兵
庫
県
で
は
こ
と
し
も
昨
年

を
上
回
る
工
場
立
地
が
見
込
ま

れ
、
特
に
播
州
地
区
へ
の
進
出

が
ふ
え
て
い
る
。
四
十
三
年
上

半
期
（
一
’
六
月
）
の
立
地
動

向
調
査
に
よ
る
と
、
敷
地
面
積

が
千
平
方
腕
の
工
場
で
県
下
に

立
地
し
た
の
は
六
十
工
場
（
昨

年
同
期
六
十
八
工
場
）
だ
が
、

売
買
契
約
の
遅
れ
て
い
る
神
戸

市
東
部
第
四
工
区
の
分
が
は
い

る
と
昨
年
よ
り
ふ
え
る
見
込
み

で
、
昨
年
下
半
期
に
と
ら
れ
た

金
融
引
き
締
め
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
表
わ
れ
て
い
な
い
。

工
場
が
取
得
し
た
用
地
面
積

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆

溌蕊蕊篭難■

恥霞蕊蕊蕊

太田酸子さん（ 2 3 ）
としと

兵庫県庁総務部総務課勤務
県庁に入って六年目。職務がら来客、電話の応
待が多いが、そのものごしのやわらかさ、おちつ
きはすがすがしい印象をあたえる。神戸に生まれ
戦時疎開したが、再び神戸に戻り、今は北野町に
在住。毎日県庁へは歩いて通うそうだ。

Ｉ認

F 制

唖
軸
提

雄

狂石西垣

鍵 ?;哨蕊蕊

鍵
…
蝋
… は

合
計
七
十
一
万
六
千
平
方
脳

で
、
昨
年
同
期
を
二
八
％
上
回

っ
て
い
る
。
地
区
別
で
は
六
十

件
の
う
ち
三
十
三
件
が
播
磨
地

区
で
、
飽
和
状
態
の
阪
神
地
区

よ
り
青
年
期
の
播
磨
へ
の
進
出

が
多
い
と
い
う
昨
年
か
ら
の
傾

向
が
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い

る
。
業
種
別
で
は
食
料
品
が
十

二
件
で
最
も
多
く
、
う
ち
六
件

は
神
戸
、
四
件
が
播
磨
。
窯
業

・
土
石
は
十
件
で
半
数
が
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
他
は
か
わ
ら
、

パ
イ
ル
な
ど
。

地
区
別
で
は
阪
神
十
二
件
十

一
万
二
百
平
方
腕
、
播
磨
三
十

三
件
五
十
一
万
八
千
九
百
平
方

脳
の
ほ
か
但
馬
、
丹
波
、
淡
路

は
各
五
件
。
県
下
で
は
こ
れ
ら

の
ほ
か
播
磨
臨
海
部
で
神
戸
製

鋼
加
古
川
工
場
の
約
三
百
五
十

万
平
方
腕
の
埋
め
立
て
が
進
行

中
で
、
東
播
磨
で
川
崎
グ
ル
ー

プ
三
社
工
場
の
埋
め
立
て
六
十

四
万
平
方
脳
が
決
定
し
て
い

る
。
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▲神戸中央緑地軸

▲憩いの公園池

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
（
⑳
・

神
戸
中
央
緑
地
軸
の
提
案

１
４４
１

☆
市
街
地
中
心
を
構
成
す
る
要
素
に
、

自
然
の
緑
が
加
わ
っ
て
い
る
と
、
忙
し

い
都
市
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な
う
る
お
い

を
与
え
ま
す
。
三
宮
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
と
東
遊
園
地
を
つ
な
ぐ
緑
が
、
街
に

働
き
か
け
て
い
る
効
果
を
考
え
て
み
て

下
さ
い
。
花
時
計
の
ま
わ
り
は
、
神
戸

を
訪
れ
る
人
達
が
記
念
撮
影
を
す
る
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遊
園
地
の
運
動

場
は
、
昼
休
み
に
ポ
ー
ル
と
た
わ
む
れ

る
広
つ
ば
で
す
。
噴
水
広
場
は
、
ア
ベ

ッ
ク
の
語
ら
い
の
ベ
ン
チ
で
す
。
大
き

な
お
船
が
浮
か
ぶ
港
が
大
好
き
な
坊
や

は
、
日
曜
日
に
は
パ
パ
に
つ
れ
ら
れ
て

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
歩
き
ま
す
。

こ
の
緑
の
軸
は
、
新
し
く
つ
く
ら
れ

る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
大
緑
道
に
つ

な
が
り
、
ア
イ
ラ
ン
ド
の
南
端
の
海
の

見
え
る
公
園
に
到
着
し
ま
す
。
ま
た
、

北
に
進
め
ば
六
甲
山
の
中
央
森
林
公
園

修
法
ケ
原
、
森
林
植
物
園
に
の
び
て
い

き
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
少
し
、
新
し
く
開
発
さ

れ
て
い
く
北
神
市
街
地
の
ま
ん
中
に
、

北
神
総
合
運
動
公
園
を
建
設
し
よ
う
と

い
う
案
が
、
「
神
戸
市
総
合
基
本
計
画

后
留
」
や
背
山
計
画
等
に
提
示
さ
れ
て

ま
す
。臨

海
市
街
地
、
再
開
発
既
成
市
街
地

北
神
の
開
発
新
市
街
地
を
縦
断
す
る
こ

の
中
央
緑
地
軸
は
、
大
阪
湾
を
通
じ
て

世
界
か
ら
入
っ
て
く
る
新
し
い
情
報
を

神
戸
の
市
街
地
に
導
入
す
る
太
い
パ
イ

プ
で
も
あ
る
の
で
す
。

灘; 繍灘：
▲松林に囲まれた修法
ケ原

鱗蕊
紳貯心酔? 蛭

と･ きり
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こむかつて開かれた窓常，

真白い空間の中の納戸と居間と個室群し:鱗灘

▼コンビ

鍵
造
型
と
芸
術
の
バ
ラ
ン
ス

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
（
⑳
”

１
４５
１

☆
海
と
山
に
む
か
っ
て
開
か
れ
た
地
形

に
二
つ
、
並
ぶ
よ
う
に
向
い
あ
う
よ
う

に
、
瓦
屋
根
の
白
い
壁
の
家
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
石
垣
の
上
に
、
も
う
一
つ

は
石
垣
が
家
に
く
い
こ
む
よ
う
に
し
て

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
外
観
の
特
徴
は
、
昔
か
ら
の
日

本
の
建
物
の
も
つ
色
あ
い
が
、
そ
の
ま

ま
生
か
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
内
部
は
真
白
い
壁
面
と
障
子

居
間
に
一
部
む
き
出
し
に
さ
れ
た
磨
丸

太
に
よ
る
方
杖
が
二
本
。
部
屋
別
に
色

わ
け
さ
れ
た
ド
ア
を
も
つ
個
室
群
の
上

が
、
中
２
Ｆ
の
納
戸
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
屋
根
の
勾

配
に
そ
っ
て
天
井
が
白
く
塗
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
家
の
人
々
が
、
大
き
な
傘

の
よ
う
な
架
構
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
い
つ

く
さ
れ
て
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

住
宅
の
平
面
は
、
そ
の
時
代
の
社
会

と
そ
の
中
に
生
き
る
人
間
社
会
と
の
対

応
関
係
の
具
体
的
な
造
形
で
あ
る
と
い

う
の
主
張
と
、
芸
術
と
し
て
の
住
宅
設

計
は
、
そ
れ
を
つ
く
る
も
の
の
全
存
在

で
発
堀
し
て
ゆ
く
「
も
の
」
で
あ
る
と

い
う
、
設
計
者
（
篠
原
一
男
氏
）
の
二

つ
の
意
図
と
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
が
、
作
者
の
内
部
で
練
り
あ

わ
さ
れ
て
一
つ
の
「
も
の
」
に
な
る
過

程
で
、
設
計
者
と
し
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

と
、
個
性
的
な
「
も
の
」
と
の
関
連
が

具
体
化
さ
れ
る
の
で
す
。

（
高
月
昭
子
）

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

海と山Ｉ

大きな瓦屋根の二軒の家
で建てられた白い壁と
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■

☆
シ
リ
‐
ズ
漫
画
ｌ
プ
レ
ゼ
ン
ト

岡
田

”Nｒ

１
４６
１

<２〉

省

古
手

、
、
Ｉ

こんなに愛しているんです
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Ｏ－ＳＨＩＢＡＴＡ

③蒸需鳶静瀧
大阪・高麗橋２丁目大阪2 3 1 - 2 1 0 6

装いをいっそう
チャーミングにするサングラス

＊紫外線・赤外線から眼を
完全に保護する色の薄い
フィルターレンズ

* 世界最高のツアイスウロパール( 茶褐色）
ローゼ( ピンク) 取揃

☆

顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般．

服部メガネ店メガ
大丸前ＴＥＬ（3 3 ) １１２３

4８
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〈３〉

☆
シ
リ
‐
ズ
漫
画
ｌ
プ
レ
ゼ
ン
ト

☆

ﾐItz強

唖

１
４９
１

岡
田
淳
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』

オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
っ
て
い
て

、
、

そ
の
彼
女
に
ち
ら
と
逢
い
た
く
な
っ
て
、
外
出
の
つ
い
で
に
カ
ー

ネ
ギ
イ
・
ホ
ー
ル
の
楽
屋
を
訪
れ
た
。
す
る
と
彼
女
は
マ
チ
ネ
ー

の
「
カ
ル
メ
ン
」
の
舞
台
に
立
っ
て
い
て
、
青
年
神
父
は
舞
台
の

そ
で
で
彼
女
の
歌
に
聞
き
惚
れ
た
。
そ
の
歌
は
第
二
幕
の
パ
ス
チ

ア
の
酒
場
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
楽
屋
で
ジ
ュ
ネ
に
逢
っ
た

逢
っ
た
と
い
っ
て
も
楽
屋
の
入
口
の
扉
ご
し
に
牧
師
の
服
を
き
た

オ
マ
リ
イ
は
遠
慮
が
ち
に
彼
女
に
挨
拶
を
述
べ
た
。
ジ
ュ
ネ
は
そ

の
懐
し
い
オ
マ
リ
イ
の
声
に
喜
ん
で
「
わ
た
し
、
あ
な
た
の
お
ハ

ガ
キ
を
ミ
シ
ガ
ン
の
郵
便
局
で
頂
き
ま
し
た
の
よ
。
あ
の
夜
は
雪

が
深
か
っ
た
の
、
け
れ
ど
満
月
だ
っ
た
の
よ
・
そ
れ
で
、
わ
た
し

は
月
あ
か
り
の
な
か
を
歩
き
な
が
ら
、
あ
な
た
の
お
ハ
ガ
キ
を
読

ん
だ
の
よ
」
。
彼
女
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
公
演
に
出
か
け
た
夜
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ビ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
主
演
の
「
わ
が
道
を

行
く
」
の
な
か
に
や
さ
し
く
も
あ
ふ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
の
友

元
町
で
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ

ー
ド
を
買
っ
た
晩
。
ほ
っ
ぺ

た
が
冬
の
冷
た
さ
で
真
赤
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
で

は
十
一
月
の
深
い
秋
空
に
も

う
デ
パ
ー
ト
は
ホ
ワ
イ
ト
・

ク
リ
ス
マ
ス
の
用
意
を
す
る

な
に
も
か
も
が
気
ぜ
わ
し
い

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
西
四
十
九

丁
目
ド
ミ
ー
ー
ク
教
会
の
オ
マ

リ
イ
神
父
は
中
学
校
時
代
の

学
友
の
ジ
ュ
ネ
が
、
い
ま
は

一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
・
■
■
‐
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一

<29＞

Ｘ
Ⅲ
ａ
ｓ
・
ベ
ル

■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
識
■
弓
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
，
■
■
”
■
■
■

４

⑥
冒
園

☆
「
黄
金
狂
時
代
」
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
ろ
の
美
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
・

ツ
リ
ー
が
痛
ま
し
く
、
キ
ャ
メ
ラ
が
彼
の
姿
か
ら
遠
く
さ
び
し
く

離
れ
て
ゆ
く
、
そ
の
キ
ャ
メ
ラ
が
示
す
哀
感
が
そ
の
夜
の
彼
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
一
層
残
酷
に
し
た
。

「
オ
ー
シ
ャ
ン
と
十
一
人
の
仲
間
」
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
ク

リ
ス
マ
ス
か
ら
始
ま
っ
て
ラ
ス
・
ヴ
ェ
ガ
ス
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ヤ
ー

・
イ
ブ
に
終
る
。
あ
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
雪
も
な
け
れ
ば
手
袋

も
マ
ン
ト
も
な
い
明
る
い
五
月
の
空
気
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
面
白
さ

そ
う
い
え
ば
ハ
ワ
イ
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
し
た
私
は
、
あ
の
白
い

珊
瑚
を
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
に
見
立
て
て
そ
れ
に
ピ
ン
ク
の
ガ

ラ
ス
玉
を
吊
っ
て
い
た
の
が
面
白
く
も
ま
た
美
し
か
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
年
の
暮
れ
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
あ
の
チ
ャ

ッ
プ
リ
ン
の
名
作
「
黄
金
狂
時
代
」
の
ア
ラ
ス
カ
の
雪
深
い
町
の

酒
場
の
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
か
ニ
ュ
ー
・
イ
ヤ

ー
と
い
う
も
の
は
妙
に
人
恋
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

淀
川
長
治

映
画
評
論
家

愛
。ジ

ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

エ
デ
ィ
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ン
を

描
い
た
「
愛
情
物
語
」
の
あ

の
美
し
い
夫
婦
愛
。
そ
し
て

そ
の
マ
ー
ジ
ョ
リ
イ
が
死
ん

だ
日
が
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
っ

た
。
華
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

の
演
奏
の
あ
と
で
、
妻
の
死

を
知
っ
た
エ
デ
ィ
が
ピ
ア
ノ

の
下
に
崩
れ
伏
し
て
泣
き
沈

ん
だ
と
き
、
そ
の
彼
の
う
し

5０
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5１

に
あ
の
映
画
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
孤
独
が
わ
び
し
く
悲
し
く
滑
稽

だ
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
や
は
り
雪
が
ほ
し
い
。
雪
の
夜
の
静

ま
り
か
え
っ
た
外
国
の
田
舎
の
宿
で
、
子
供
た
ち
が
ロ
ー
ソ
ク
に

火
を
つ
け
た
の
を
手
に
手
に
持
っ
て
森
や
林
に
こ
だ
ま
す
る
美
し

い
声
で
サ
イ
レ
ン
ト
・
ナ
イ
ト
の
歌
を
合
唱
し
て
歩
く
の
を
聞
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

雪
と
い
え
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
「
オ
リ
バ
ー
ノ
．
」
の
あ
の

少
年
が
教
区
役
人
の
バ
ン
ブ
ル
に
連
れ
ら
れ
て
、
雪
の
降
り
し
き

る
中
を
〃
こ
の
子
売
り
ま
す
〃
と
引
き
廻
わ
さ
れ
る
あ
の
イ
ギ
リ

た
る

ス
の
十
九
世
紀
の
雪
の
風
皇
皐
。
「
あ
れ
も
人
の
子
、
樽
ひ
ろ
い
」

た
る

と
歌
わ
れ
た
日
本
の
明
治
初
期
の
幸
三
の
朝
の
樽
を
集
め
て
廻
る
小

僧
が
思
い
出
さ
れ
、
昔
の
少
年
と
雪
は
、
な
ん
と
も
悲
し
く
痛
ま

し
い
。そ

れ
が
、
い
ま
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ク

リ
ス
マ
ス
・
ケ
ー
キ
と
タ
ー
キ
ー
と
お
子
様
用
の
シ
ャ
ン
ペ
ン
と

キ
ャ
ン
ド
ル
で
昔
の
子
供
が
お
正
月
を
楽
し
ん
だ
く
ら
い
日
本
の

☆「オリバ 〃」

ティー｜

子
供
に
も
楽
し
い
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
教
会
は
、
こ
れ
は
誰

も
考
え
も
し
な
い
し
行
き
も
し
な
い
。
そ
し
て
大
人
の
方
は
パ
ー

テ
ィ
で
気
分
を
出
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
の
足
も
と
に
訪
問

客
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一
つ
ま
た
一
つ
と
置
く
楽
し
み
。
銀
リ
ボ
ン

赤
リ
ボ
ン
、
む
ら
さ
き
リ
ボ
ン
の
そ
の
箱
が
集
ま
っ
て
ゆ
く
ほ
ど

に
客
間
の
騒
ぎ
は
高
ら
か
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
若
人
の
集
り
と
な
る
と
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
大

エ
ョ
ゼ
フ
と
い
い
な
ず
け
の
マ
リ
ア
の
間
に
生
ま
れ
た
イ
エ
ス
な

ど
と
い
う
こ
と
は
も
う
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ブ
は
ゴ
ー
ゴ
ー
の
踊
り
と
ヒ
ッ
ピ
ー
・
ス
タ
イ
ル
で

大
騒
ぎ
と
い
う
わ
け
で
、
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ラ
ー
ズ
主
演
の
「
パ
ー

テ
ィ
」
と
い
う
新
し
い
作
品
で
は
、
そ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
パ
ー
テ

ィ
族
と
そ
の
パ
ー
テ
ィ
の
さ
ま
が
驚
き
あ
き
れ
る
ワ
イ
ル
ド
・
パ

ー
テ
ィ
を
も
っ
て
演
ぜ
ら
れ
、
パ
パ
と
マ
マ
の
客
間
の
室
内
プ
ー

ル
に
生
き
た
子
象
を
持
ち
こ
ん
で
子
象
の
か
ら
だ
全
体
に
サ
イ
ケ

ふ
う
の
落
書
き
い
っ
ぱ
い
。
子
象
は
あ
き
れ
て
ゾ
ウ
ニ
デ
モ
ナ
レ

と
若
者
の
な
す
が
ま
ま
。

☆「（
0 年
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日
曜
の
昼
さ
が
り
「
見
物
す
る
ヒ
ト
さ
ま
に
向
っ
て
サ
イ
が
無

礼
に
も
小
水
を
と
ば
し
た
」
と
、
折
悪
し
く
カ
メ
ラ
を
む
け
て
い

た
紳
士
が
汚
れ
た
上
衣
片
手
に
談
判
に
や
っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
幾
度
か
サ
イ
が
外
堀
め
が
け
て
ひ
っ
か
け
る
行

為
が
見
ら
れ
、
あ
わ
や
入
園
者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
そ
う
に
な

た
紳
士
が
汚
れ
た
上
衣
片

こ
れ
ま
で
に
も
幾
度
か

為
が
見
ら
れ
、
あ
わ
や
入

っ
た
が
、
た
い
て
い
が

笑
い
の
ひ
と
コ
マ
で
終

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
う
も
ま
と
も
に
カ
メ

ラ
と
上
衣
を
汚
さ
れ
て

は
、
だ
れ
と
て
黙
っ
て

は
お
れ
ま
い
。
平
身
低

頭
、
陳
謝
の
ほ
か
な
く

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
を
弁

償
す
る
こ
と
で
や
っ
と

ケ
リ
が
つ
い
た
が
、
さ

て
困
っ
た
の
は
私
ど
も

ま
さ
か
ヒ
ト
さ
ま
に
向

け
る
な
と
言
っ
て
聞
か

せ
る
も
の
で
な
く
、
あ

げ
く
の
果
て
、
〃
後
に

小
水
を
と
ば
し
ま
す
。

お
尻
を
向
け
た
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
〃
な
ど
と

大
き
な
カ
ン
バ
ン
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
小
水
事
件

は
サ
イ
ば
か
り
で
な
く

ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
で
も

起
っ
て
い
た
。

謡
さ
て
、
実
は
生
理
的
に

か
後
へ
と
ば
す
し
く
み
に

っ
て
し
ま
う
訳
だ
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
排
尿
行
為
が
大
変
興
味
深
い
野
生
時
の
な
ど

5３

こ
れ
ら
の
オ
ス
だ
け
が
、
ど
う
し
た
訳

な
っ
て
い
て
、
思
わ
卿
ぬ
水
鉄
砲
を
く
ら

ワ
バ
リ
確
保
の
表
示
行

為
で
、
ほ
か
の
オ
ス
が

や
っ
て
き
た
場
合
、
充

分
に
匂
ぎ
分
け
た
あ
と

前
の
や
つ
の
匂
い
を
消

す
か
の
よ
う
に
尿
を
か

け
て
立
去
る
が
、
前
の

オ
ス
を
知
っ
て
い
た
場

。
合
、
自
分
よ
り
も
強
そ

》
う
だ
と
そ
の
場
所
を
避

華
け
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

もン
し
か
し
な
が
ら
イ
ヌ
の

オォ
生
態
は
長
い
間
の
家
室
田

唾
化
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら

零
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の

△
よ
》
っ
な
形
で
ナ
ワ
バ
リ

を
占
有
し
て
い
る
も
の

か
、
そ
の
実
態
は
よ
く

．
わ
か
ら
な
い
の
が
ほ
ん

と
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ｏ
よ

う
な
行
為
は
、
イ
ヌ
だ

け
で
は
な
く
、
イ
ヌ
科

の
オ
オ
カ
ミ
、
コ
ョ
テ

キ
ッ
ネ
な
ど
が
岩
や
朽
木
に
尿

角

▽
９
Ｊ

名
宅
内
■
。
由

．
、
評
厳
、
”Ｊ

■
令

酔
。
＄
・

申
■

“
峰

蕊 蕊: 溌議溌織唾凝瞳~ 鐸. 望.

蕊

唖

騨蕊蕊

Ｆ■

" Z
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リ
で
あ
る
こ
と
を
私
共
に
教
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
生
活
範
囲
と

ナ
ワ
バ
リ
を
確
保
す
る
た
め
表
札
が
わ
り
に
尿
や
自
分
の
臭
跡
を

の
こ
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
だ
。

も
っ
と
も
身
近
か
な
の
が
イ
ヌ
の
排
尿
行
為
で
、
電
柱
に
か
け

た
尿
は
帰
り
の
鼻
印
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
や
は
り
ナ

や
臭
腺
の
分
泌
物
を
ひ
っ
か
け
る
と
い
わ
れ
、
ナ
ワ
バ
リ
の
表
札

が
わ
り
の
そ
の
場
所
を
〃
サ
イ
ン
ポ
ス
ト
〃
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
？

し
か
し
野
生
で
は
ナ
ワ
バ
リ
を
宣
す
る
と
同
時
に
他
の
団
体
や

別
の
群
と
重
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
ポ
ス
ト
が
各
団
体
間
》
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綴

の
通
信
用
に
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
サ

物
が
繁
殖
期
に
だ
す
メ
ス
の
分
泌
物
で
あ
れ

な
く
オ
ス
が
寄
っ
て
く
る
よ
う
に
性
の
香
り

眼
の
下
に
分
泌
腺
を
も
つ
カ
モ
シ
カ
や
レ
イ

そ
の
分
泌
物
を
こ
す
り
つ
け
な
が
ら
行
動
し

て
る
や
り
か
た
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
大
変

を
示
す
と
い
う
こ
ん
な
カ
バ
の
や
り
方
も
あ

を
泣
か
せ
る
奇
妙
な
癖
が
オ
ス
に
あ
る

の
だ
。な

に
し
ろ
、
あ
の
デ
カ
イ
ず
う
体
で

わ
ざ
わ
ざ
陸
に
あ
が
っ
て
き
た
か
と
思

え
ば
、
部
屋
や
プ
ー
ル
の
壁
に
向
っ
て

短
い
尻
つ
ぼ
を
振
り
ま
わ
し
な
が
ら
、

糞
尿
を
遠
慮
な
く
辺
り
に
こ
す
り
つ
け

た
あ
と
、
さ
っ
さ
と
ま
た
水
中
に
潜
っ

て
し
ま
う
。

そ
の
行
為
も
ま
た
、
前
記
イ
ヌ
な
ど

と
同
様
、
生
活
範
囲
や
ナ
ワ
バ
リ
を
示

し
て
い
る
も
の
で
、
動
物
園
の
限
ら
れ

た
濫
の
中
で
す
ら
見
せ
て
い
る
野
生
の

な
ご
り
な
の
だ
が
、
辺
り
か
ま
わ
ず
、

こ
う
も
汚
さ
れ
て
は
私
共
は
た
ま
ら
な

い
。
見
つ
け
次
第
水
で
洗
う
が
、
真
新

し
い
場
所
を
好
む
か
の
よ
う
に
休
む
ま

も
な
く
、
次
々
洗
っ
た
あ
と
か
ら
汚
し

て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ

り
し
た
場
所
だ
か
ら
尿
意
を
催
し
た
の

で
は
な
く
明
ら
か
に
臭
跡
が
消
え
た
か
ら
で

毛
の
生
え
た
短
い
尾
を
振
り
ま
わ
し
な
が
ら

あ
る
一
種
の
臭
腺
か
ら
の
匂
い
を
糞
尿
と
い

け
て
は
け
ん
め
い
に
ナ
ワ
バ
リ
を
表
示
し
て

そ
の
反
対
に
メ
ス
は
ど
う
か
と
思
え
ば
、

に
浮
き
な
が
ら
、
す
ま
し
顔
で
す
べ
て
の
用

た
り
は
、
や
は
り
レ
デ
ィ
の
つ
つ
ま
し
さ
か

胸

§

大
変
な
糞
尿
で
ナ
ワ

の
用
を
た
し
て
し
ま
一

サ
イ
ン
ポ
ス
ト
の
分
泌

ば
、
何
処
か
ら
と
も

と
も
な
る
。
ま
た
、

ヨ
ウ
類
は
木
の
枝
に

、
群
の
通
信
に
役
立

つ
↑
の

、
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な

、
毛
の
生
え
ぎ
わ
に

っ
し
ょ
に
こ
す
り
つ

い
る
の
だ
。

ま
る
で
静
か
に
水
巾
‐

も
知
れ
な
い
…
…
と

る
。
そ
れ
は
、
私
共

鰯

鴬

露蕊；

思
う
と
ふ
き
出
し
て
し
ま
う
。

さ
て
、
そ
の
お
隣
り
の
サ
イ
が
、
ま
た
困
っ
た
こ
と
に
、
ま
る

で
イ
ヌ
が
電
柱
に
尿
を
ひ
っ
か
け
る
か
の
よ
う
に
運
動
場
の
周
囲

や
部
屋
の
壁
な
ど
至
る
と
こ
ろ
、
後
む
き
に
尿
を
ひ
っ
か
け
歩
き

廻
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
折
り
運
動
場
の
外
堀
り
越
し
に
観

覧
通
路
め
が
け
て
放
水
す
る
の
だ
。
そ
の
時
、
運
悪
く
前
記
カ
メ

ラ
マ
ン
が
居
合
せ
た
の
で
あ
る
。

露識
蕊
鍵
譲
鱗
蝉
鶴
嬢
蕊
鍵
蕊
蝉
蕊
織

藤 鰯

繍譲
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そ
の
ほ
か
サ
イ
ン
ポ
ス
ト
と
し
て
、

か
け
る
意
味
は
な
く
と
も
後
向
き
に
放

水
す
る
動
物
も
か
な
り
い
る
。
例
え
ば

ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
の
オ
ス
が
そ
う
で
あ

っ
て
、
園
内
に
ひ
び
き
渡
る
大
声
で
遠

ぼ
え
宣
言
の
あ
と
ラ
イ
オ
ン
は
き
ま
っ

て
後
向
き
に
放
出
す
る
の
で
油
断
で
き

な
い
。ま

た
ラ
ク
ダ
の
オ
ス
も
同
じ
後
向
き

に
と
ば
す
。
そ
こ
で
「
お
尻
を
む
け
る

と
御
注
意
下
さ
い
：
…
・
」
な
ど
、
奇
妙

な
カ
ン
バ
ン
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
、
む
し
ろ
「
い
た
ず
ら
を
し
な
い

で
／
」
な
ど
の
注
意
書
き
な
ど
よ
り
、

よ
ほ
ど
効
き
め
が
あ
っ
て
、
大
き
く
書

か
れ
た
カ
ン
バ
ン
を
見
て
は
、
尻
を
向

け
た
サ
イ
に
笑
顔
の
入
園
者
が
逃
げ
て

い
る
。
御
用
心
、
御
用
心
〆
．

八
王
子
動
物
園
飼
育
係
写
真
も
Ｖ

ノぺ

り

：

▲その時折りとの巡り合いは不運である

心

☆
ホ
ン
ト
ウ
に
あ
っ
た
話

一
市
民
「
餌
代
に
悩
む
動
物
園
〃
．
と
新
聞
記
事
を
拝
見
。
そ
ん

な
に
お
こ
ま
り
な
ら
、
私
宅
に
捨
犬
や
捨
猫
の
仔
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ひ
と
つ
餌
に
ど
う
ぞ
」
動
物
園
「
と
ん
で
も
な
い
／
動

物
園
は
育
て
る
と
こ
ろ
、
虎
や
ラ
イ
オ
ン
に
は
鯨
肉
と
ト
リ
の
ア

ラ
を
毎
Ｈ
入
札
で
買
っ
て
い
ま
す
」

識蕊蕊騨蕊蕊蕪舞
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冬のおとずれに
芸夢のコートコレクション

をあなたにおすすめします
エキゾチックなＫＯＢＥに

' 蟻ｉ蕊

蔀 繍

|一

ぴったりのしゃれた

オリジナルモードです

塁…
樋界堅

９

‐
川
山
川
■
Ｈ
１
８

神戸店／トアロード( 3 3 ) 2 2 9 3 ' 2 2 9 8 . 8 6 4 3

大阪店／心斎橋ロビー( 2 1 1 ) 5 1 5 3 . 1 0 4 4
プテイモンド・エツチヤン（2 1 | ）８５Ｏ３

さんちか店／レデイスタウン（3 9 ）２８５５

京都店／藤井大丸ＩＦ（2 3 1 ）８１８１
東京店／東急日本橋ｉＦ（2 1 1 ）０５１１
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日嘩 r 声

d ｅｃｅｍｂｅｒｍｏｄｅａｋｉｒａ
諺謹#.

】

D ﾛ

、

轍埋患』

beautysaIon

〃診(c1|<i『・
西野明

神戸市生田区北野町3 丁目６５ノ３
ＴＥＬ（0 7 8 ）２２－９０８０
☆ＡＭ、９：００～Ｐ､ Ｍ７：００迄

真紅の夜
へヤーデザイナー

西 野明

国鉄三の宮

阪急三の宮

センター街

国際会館
三宮本通
ローズあきら

中山手カソリック教会

クリスマスパーティの夜に燃えるような真紅の花をカーリースタイルのはなやかなへヤーに飾りました。

カクテルドレスやお振袖には、ヘヤースタイルも豪華に。いつもと違ったあなたの美しさをみせましょう

’f " < 夢西野笑子
。'<ｉｒｑ蔑駕震
ＴＥＬ（0 7 8 ）３３－４４６１
☆Ａ､ Ｍ・１０：００～Ｐ・Ｍ８：００迄

花シリーズ＜２＞

歴
明

乞
叩

､厘薗- 、罰

鍵
告砥

ブルーあきら
いろりや
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